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んでいる米国でも，トルネード警報が発表されても半数が避難しない事例の報告(J. D. Mitchem, 2003)
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図 1.2 現代の豪雨防災情報をめぐる変化と本研究の関心事項 
 
1.3. 本研究の構成 
 本研究では，まず第 2 章において近年の豪雨防災情報の観測，伝達システムの発達を概観する．第 3
章から第 6 章では，近年発達した情報通信技術を活用した，豪雨防災情報の発信システムについて，い
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図 2.1 東伯・大栄町内の気象観測所位置 





















図 2.2 東伯町農業気象高度利用システムの概要 
 
  

















表 2.1  FAX で取り出せる気象情報の一覧 
 
  情報名    内容 
 観測点グラフ  各観測局で実測された当日のデータを１時間更新で表示 
    データは気温・降水量・湿度・日照時間・日射量・風向・風速(以下同) 
 観測点テーブル  観測局の1時間データを一覧表で表示 
 予測グラフ  観測局毎の48時間分の予測データを表示 
 予測テーブル  グラフと同じデータを一覧表で表示 















































































































表 2.2 各自治体ホームページへの災害関連情報掲示の有無(1998/8/31現在) 
 
     ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 災害情報        ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 災害情報  
栃木県庁  ○    ○   福島県庁  ○    ○  
黒磯市  ○    ×   福島市  ○    ○  
那須町  ○    ×   二本松市  ○    ×  
黒羽町  ？    桑折町  ○    ×  
湯津上村  ？    伊達町  ○    ×  
大田原市  ○    ×   国見町  ○    ×  
矢板市  ？    梁川町  ○    ×  
塩谷町  ？    保原町  ？ 
塩原町  ○    ×   霊山町  ○    ×  
西那須野町 ○    ※   川俣町  ？ 
今市市  ？    安達町  ？ 
鹿沼市  ？    本宮町  ？ 
烏山町  ？    岩代町  ○    ×  
南那須町  ○    ×   東和町  ○    ×  
都賀町  ？    郡山市  ○    ○  
茂木町  ○    ×   須賀川市  ○    ※  
藤原町  ○    ×   長沼町  ？ 
南河内町  ？    天栄村  ○    ×  
市貝町  ？    平田村  ？ 
小山市  ？    三春町  ○    ×  
宇都宮市  ○    ×   小野町  ？ 
足利市  ○    ×   大越町  ○    ×  
葛生町  ？    常葉町  ？ 
佐野市  ？    船引町  ？ 
      白河市  ○    ×  
茨城県庁  ○    ○   西郷村  ○    ×  
水戸市  ○    ×   泉崎村  ○    ×  
ひたちなか市 ○    ○   矢吹町  ○    ×  
御前山村  ？    大信村  ○    ×  
那珂町  ○    ×   塙町  ○    ×  
常北町  ○    ×   猪苗代町  ○    ×  
      浪江町  ？ 


























図 2.5 東海豪雨時に岐阜県が整備したホームページ 
 
 






























 テレビ・新聞等で日常的に見られたもの  1),2),3),5),9) 
 テレビ等で豪雨時などに限定的に見られたもの  4),7) 
 図書館や役所などに行けば参照できたもの  11),12) 











 日本において世界に先行して普及した情報インフラとして，Internet Accessible Cellular Phone 























































































メーリングリスト(以下 ML)は，ML のアドレスに対してメールを送ると，その ML に登録された全員に同時



















































表 2.3 全国規模のリアルタイム豪雨防災情報公開の経緯 
 
  年 月    事 項 
 1997 年 9 月 気象庁 AMeDAS 観測情報のインターネット本格公開 
   日本気象協会「防災気象情報サービス」，現在の tenki.jp 
 1998 年 7 月 建設省(当時)雨量・水位等観測情報の一部のインターネット公開開始 
   初代「水質水文データベース」 
 2001 年 6 月 国土交通省河川局所管雨量・水位観測所のほぼすべてがネット公開 
   「川の防災情報」http://www.river.go.jp，携帯版も公開 
 2002 年 8 月 気象庁自身が過去の情報も含む観測情報の公開開始 
   気象庁ホームページ http://www.data.kishou.go.jp/ 
 2003 年 6 月 国土交通省河川局・道路局・気象庁の観測データを一元化してのネット公開開始 
   「防災情報提供センター」http://www.bosaijoho.go.jp/ 
 
 

















































































3.1.1 1999 年頃の雨量情報をめぐる情勢 
すでに指摘したように，1990年代後半頃から，非常に豊富な雨量観測が行われる時代となってきた．また，











































































一般的な Windows パソコンを利用した．システムのハードウェアには一切手は加えていない． 
 
3.2.3 データ自動回収・表示システムの開発 














































































図 3.2 運用中のシステムの全体構成 
 
 












 観測データは Internet 接続対応の携帯電話でも参照できる．これは，複数の携帯電話会社が1999年
から始めたサービスの一つで，このサービスに対応した携帯電話があれば，パソコンなどを必要とせず，
携帯電話単体で Internet 上の WWW を参照したり，電子メールを受信したりすることができるものであり，
「i モード」，「EZweb」などのサービス名で呼ばれている．携帯電話による参照について注意しておくと，












0 26.5 0.0 
1 26.1 1.0 
2 25.9 0.2 
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5 26.1 0.2 
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3.4.1 Internet でデータ公開することに伴って生じる問題 





































































































































 1) 全体概要 


































 それぞれのデータ変換，計算は awk および perl のスクリプトを作成し，Windows2000のスクリプトファ
イル(バッチファイル)にまとめて処理している．降水量分布図などは，Hawaii 大学が開発しているデータ
図化ソフト GMT を用いて作成している．GMT の出力は PS(PostScript)ファイルであるので，そのままで
は web ブラウザ等で参照できない．PS ファイルから，ブラウザで参照できる PNG 画像ファイルへの変換
は PostScript ファイル処理ツール Ghostscript に含まれる gswin32を用いた．また，i モードでは PNG
































































図 4.3 1 時間降水量分布表示ページ 
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図 4.4 過去の最大降水量を更新する観測値を記録した観測所の分布図表示例 
 
 4) 過去の分布図の保管庫 
 本システムで作成した降水量分布画像はすべて消去せず保管し，利用者が自由に参照できるようにし

















図 4.5 i モード用降水量分布図の表示例 
 























A.トップページ →    B.府県名リスト →       C.観測所リスト  
   
 
D.各観測所ページに収録されている情報 
D1. 観測所位置などの情報    D2. 過去記録との比較       D3. 過去の記録 
   
 
図 4.6 各観測所ページの概要 
 
 
図 4.7 i モード携帯電話に着信した豪雨発生通知メールの例 
 














7月 日本気象協会関西支社と MICOS データ受信方法について打ち合わせ 









































































































































第5章  豪雨災害時の市町村役場における防災情報の利用実態 






























































































































































































図 5.3 樽見・一ノ関の降水の推移 
 
4) 既往豪雨記録との比較 





















 24 時間降水量     48 時間降水量 
  
 実効雨量(半減期 48 時間)   土壌雨量指数 
  
図 5.4 積算降水量・実効雨量・土壌雨量指数の 1979 年以降最大値を更新した観測所 

















































表 5.1 台風 6 号による都道府県別被害状況 
総務省消防庁の7月19日現在の資料による 
     住家被害(棟)  災害対策  
  死者・ 全壊 半壊 一部 床上 床下 本部開設  
  不明者   破損 浸水 浸水 (市町村)  
 北海道          13  
 青森     1       2    72   163     1  
 岩手     2     4    10    21   983 2,509    36  
 宮城     1     1     1     9   515 2,649    43  
 秋田     1        
 山形         2    59   
 福島      1      4   404   716    23  
 茨城        1    12    39     9  
 栃木        48   139   
 群馬      9    11    78     8    36     5  
 埼玉         6    85     1  
 千葉        1     
 東京       1     2     1     1     2  
 神奈川       1       3   
 新潟          5   
 石川        1     3   126     3  
 福井        1       1  
 山梨         1    50     8  
 長野          1   
 岐阜     1       2   391   515    36  
 静岡        1    26   124     1  
 愛知          10  
 三重          1    69  
 滋賀         16     1  
 京都          7   
 兵庫          1   
 奈良         1    
 島根           1  
 岡山          3   
 徳島         2    60   
 大分     1         2     1  

































写真 5.2 JR 陸中松川駅付近の浸水家屋 






















































































































図 5.6 災害対策本部設置・避難勧告等発令の決め手となった情報 
 




















































































































































































































































場での利用ができないなどの問題があることは海外でも指摘されている(J. H. Sorensen, 2000)．また，
日本以上に情報技術・予警報システムが整備されていると思われるアメリカでも，Tornado 来襲時に警報




















































































































































































































































































































































































































































Saijin(Satetsu river) Suwamae(Kitakami river)
Senmaya(precipitation)  















































Success Failure Unnecessariness  











































I browsed by PC or cellular phone.
I didn't browsed.
I didn't know existence of the system.  



































I didn't know the method of access to the information.
I didn't referred.  






















表 6.1 家財保全行動と雨量・水位情報の取得の間のクロス集計表(浸水被害世帯の回答者) 
 
     Reference of rainfall or river water level information 
  Carrying out of   I referred   I didn't know I didn't referred Chi-square test 
   household goods     access method     
 Important documents        －－ 
  Success       35(45%)     36(41%)     25(34%)  
  Failure       17(22%)     28(32%)     15(21%) 
  Unnecessariness      25(32%)     24(27%)     33(45%) 
 Home electric appliances       Significant  
  Success       45(56%)     38(42%)     23(30%) 
  Failure       18(22%)     33(36%)     29(38%) 
  Unnecessaricess      18(22%)     20(22%)     24(32%) 
 Beddings and clothes       Significant  
  Success       50(63%)     46(49%)     34(45%) 
  Failure       13(16%)     31(33%)     24(32%) 
  Unnecessariness      17(21%)     16(17%)     18(24%) 
 Tatami mats         －－ 
  Success       35(44%)     40(43%)     31(42%) 
  Failure       26(33%)     35(37%)     23(31%) 
  Unnecessariness      18(23%)     19(20%)     20(27%) 
 Family cars          －－ 
  Success       63(82%)     71(77%)     49(70%) 
  Failure        9(12%)     16(17%)     15(21%) 















































Yes No No opinion  








































B. K. Paul and J. Leven, 2002:Emergency Support Satisfaction Among 2001 Hoisington,






J. H. Sorensen, 2000:Hazard Warning Systems: Review of 20 years of Progress, Natural



























































表 7.1 本豪雨で最大記録を更新した AMeDAS 観測所 
 
 県 名 観測所名 観測期間    今回の記録    過去最大記録 
   記録(mm)  記録日 記録(mm)  記録日 
1 時間降水量 
 福岡県 飯塚 1979-2002     80 2003/7/19     60 1983/7/5 
 福岡県 太宰府 1979-2002     99 2003/7/19     77 1999/6/29 
 佐賀県 八幡岳 1979-2002     70 2003/7/19     66 2001/6/19 
24 時間降水量 
 高知県 安芸 1979-2002    250 2003/7/19    247 1987/10/17 
 福岡県 飯塚 1979-2002    315 2003/7/19    270 1979/6/27 
 福岡県 太宰府 1979-2002    353 2003/7/19    230 1980/8/30 
 宮崎県 加久藤 1979-2002    369 2003/7/20    347 1997/9/16 
48 時間降水量 
 福岡県 飯塚 1979-2002    329 2003/7/19    326 1979/7/1 
 
表 7.2 県別の被害状況 
 
  死 者 全 壊 半 壊 一部 床上 床下   
      破損  浸水  浸水  
    (人)  (棟)  (棟)  (棟)  (棟)  (棟) 
 岡山県          3 
 広島県        2     1    10 
 山口県       70    12   164  
 徳島県      1      82   241  
 愛媛県          6 
 高知県         13 
 福岡県     1    26    52    68  3305  3308 
 佐賀県        8     1    21  
 長崎県     1     2      7     3    63  
 熊本県    19    21     1     1   132   327 
 宮崎県          8 
 鹿児島県     2     1       3    49 
  計     23    51    53   156  3539  4213 
 
表 7.3 最近 10 年間の主要豪雨災害による被害 
 
   死者・ 全壊 半壊・ 床上 床下  
   県名    災害の期間 不明者  一部  浸水  浸水  気象状況 
    (人)  (棟)  破損  (棟)  (棟)  
  鹿児島県 1993/7/31-8/2    23   148   108  1167  4809 停滞前線「平成5年8月豪雨」 
  鹿児島県 1993/8/6-8/6    49   305   174  8535  2516 停滞前線「平成5年8月豪雨」 
  鹿児島県 1993/9/2-9/3    33   209   626  1376  3645 台風 
  鹿児島県 1997/7/6-7/13    21    20     4     3    90 停滞前線．出水市土石流 
  高知県   1998/9/23-10/1     8    25   116  8341  8966 台風,停滞前線 
  広島県   1999/6/23-6/30    32   145   367  1258  2569 停滞前線 
  山口県   1999/9/23-9/24     2    82   993  3425  7502 台風 
  愛知県   2000/9/11-9/12     7    18   483 23896 39544 台風,停滞前線．東海豪雨*
 福岡県   2003/7/19-7/20     1    26   120  3305  3308 停滞前線 
 熊本県   2003/7/19-7/20    19    21     2   132   327 停滞前線 
2003 年の事例は消防庁資料，他の事例は気象庁資料による． 
死者 19 名以上または床上浸水 3300 棟以上の事例を抽出． 



















































































































































 図 7.3 2003 年 7 月 20 日 24 時の 48 時間降水量分布 
 
 














































































































































































































































































































































































2003 深川 Fukagawa 1997 水俣 Minamata
 






















































































































10分間雨量(太宰府) 警戒水位 危険水位 水位(山王橋)
 





































3.11m ↑ (上昇中) 
【宇美川(片峰新橋)】 
4.64m → (横ばい) 
【御笠川(山王橋)】 
5.04m ↑ (上昇中) 
【御笠川(隅田橋)】 



































01:55  芦北地方(水俣市)に大雨・洪水警報発表．水俣市役所には FAX 配信(アラーム鳴動)，職員呼
集開始． 
02:00  AMeDAS 水俣で1時間72mm(1979年以降2位)． 
02時頃 宝川内地区の消防団が自主的に活動開始，避難の誘導が行われ始めた模様． 
03時頃 水俣市役所に職員が登庁開始． 
04:00  深川(集から2km)で1時間87mm,24時間223mm． 
04:20  宝川内地区に土石流到達，17棟全壊，15名死亡． 





















図 7.12 熊本県雨量・気象情報サービスの雨量分布図 
 
 
表 7.4 博多都ホテルと水俣市役所の災害対応の対照表 
 
      博多都ホテル    水俣市役所   
 発生した災害   浸水   土石流 
 主要な対応   止水板の設置(実施)  避難勧告・避難誘導(非実施) 
 最近数年間の同様な被災経験  あり(1999年)  なし 
 対応者所在地から発災場所までの距離 0.0km   6.4km 
 警報発表から発災までの時間  約6時間   約2時間 
 警報発表時の実働要員数  4名   0名(連絡役の非職員のみ) 
 雨量・水位等の専用情報端末  なし   ２台(気象庁，県) 
 発災場所近傍の観測所(距離)  山王橋水位観測所(1.5km) 深川雨量観測所(2.0km) 
 その観測データのリアルタイム入手 可能(インターネット)  可能(専用端末*，インターネット) 
 FAX等での雨量情報配信  なし   あり 
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